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Ａ．研究目的 
加熱式タバコ（heated tobacco products: 

HTPs）は、タバコ葉を燃やさずに加熱すること

で、ニコチンを含むエアロゾル（蒸気）を吸入

するタバコ製品の総称である。代表的な製品と

して IQOS（フィリップモリス）、glo（ブリティ
ッシュ・アメリカン・タバコ）、Ploom（日本タ

バコ産業）などがある。厚生労働省が実施した

国民健康・栄養調査（2024 年）の結果による

と、わが国の成人喫煙率（紙巻きタバコや加熱

式タバコなどのタバコ製品を「毎日吸ってい

る」または「時々吸う日がある」人の割合）は

男性 24.5％、女性 6.5％と報告されている 1。成

人喫煙者のうち加熱式タバコ使用者は男性で

41.4％、女性 44.2％であり、20 歳～30 歳代の喫

煙者の約 60％～70％が加熱式タバコを使用して

いる 1。また、紙巻タバコと加熱式タバコの併

用者は男性で 8.4％、女性で 4.8％あり、加熱式

タバコのみの喫煙者は男性で 33.0％、女性で

39.3％と報告されている 1。加熱式タバコの喫煙

率は長期的に増加しており、特に 20 歳～30 歳

代の喫煙者では加熱式タバコが喫煙の主流とな

っている。 
わが国において 2014 年に加熱式タバコが発

売されてから 10 年以上が経過し、近年のレビ

ュー論文によればバイオマーカーに関する加熱

式タバコの影響など科学的知見が蓄積されてい

る 2。一方で、研究の制約や限界により加熱式

タバコの能動喫煙および受動喫煙による健康影

響の実態は十分に明らかになっていない。した

研究要旨 

加熱式タバコ（heated tobacco products: HTPs）は、日本および韓国を中心に普及しているが、その能動喫

煙および受動喫煙による健康影響に関する疫学的エビデンスは明らかでない。国民健康・栄養調査（2024
年）の結果によると、成人喫煙者のうち加熱式タバコ使用者は男性で41.4％、女性44.2％であり、20歳～30歳

代の喫煙者の約60％～70％が加熱式タバコを使用している。本研究では、人を対象とした加熱式タバコによ

る健康影響に関する疫学研究について、2014年から2025年までに出版された文献を統合的にレビューし

た。文献データベースPubMedを用いて文献検索を行い、健康影響を検討した疫学研究を抽出・整理した。

その結果、2014年から2025年までに出版された加熱式タバコによる健康影響を検討した疫学研究は36
件でその半分以上（19件）を⽇本からの報告が占めており、次いで韓国からの報告（9件）であった。
研究デザインは横断研究がほとんどであるが、2024年には高血圧やメタボリックシンドロームをアウトカムとす

る前向きコホート研究が報告されている。その他に検討されたアウトカムで最も多かった分野は喘息などの呼

吸器症状、アレルギー性疾患、妊婦と胎児・新生児の健康影響であった。これらの研究の多くは加熱式タバ

コが能動喫煙・受動喫煙を通して負の健康影響をもたらすことを示唆している。一方で、研究の地域的偏在

や長期的影響に関する検証不足といった課題も依然として残されている。さらに加熱式タバコの使用者は紙

巻きタバコとの併用（Dual user）をしている人も多いことから、本研究で抽出された研究において定義された

加熱式タバコ使用者も紙巻きタバコ喫煙者や過去喫煙者を含んでいる場合が多く、どのように加熱式タバコ

単体の健康影響を評価するのか疫学的検討も必要である。2025年までに発表された疫学研究では加熱式タ

バコの能動喫煙および受動喫煙による急性健康影響に関する疫学的な知見は十分に蓄積されておらず、エ

ビデンスのさらなる蓄積が求められている。 
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がって疫学研究による健康影響に関するエビデ

ンスの集積が求められている。前向きコホート

研究などの分析疫学研究は約 10-20 年の長期的

な観察期間を設定する場合もあり、現状では加

熱式タバコによる健康影響に関する疫学研究結

果は少数であると考えられる。しかしながら、

国内外において加熱式タバコを曝露要因とする

疫学研究は国内外で年々増加していると考えら

れ、最新の疫学研究結果や現在取り組まれてい

る疫学研究の動向に注目することは、今後の加

熱式タバコの能動喫煙・受動喫煙の健康影響に

関する総合的検証のために不可欠である。 
本研究の目的は、人を対象とした加熱式タバ

コによる健康影響に関する疫学研究について、

2014 年から 2025 年までに発表された研究論文

を包括的に整理し、研究動向、検討されてきた

アウトカム、得られている疫学的エビデンスの

レベルおよび今後の課題を明らかにすることで

ある。 
 
Ｂ．研究方法 
文献データベースであるPubMed（Medline）

を用いて、加熱式タバコの健康影響の先行研究

に関する知見の収集を行った。検索語として 
“heated tobacco products”を用い、英語で発表さ

れた論文を対象に文献検索を実施した。論文の

出版期間は2014年から2025年に限定した。さら

に、日本における研究動向を把握する目的で、

検索語に“Japan”を追加した検索も行った。ま

た、”IQOS”と“heat-not-burn tobacco products”の
検索語について同様にそれぞれ検索した。 
これらの検索により抽出された論文につい

て、タイトルおよび抄録をもとにスクリーニン

グを行い、人を対象として加熱式タバコによる

健康影響を検討した疫学研究を抽出した。次い

で、抽出された論文のタイトルおよび抄録を精

査し、加熱式タバコの使用（能動喫煙）または

受動喫煙と健康アウトカムとの関連を検討した

分析疫学研究を最終的なレビュー対象として選

定した。上記の選択基準により、本研究では加

熱式タバコの喫煙率や認知度、健康影響の認識

など記述疫学的なデザインの研究論文は除外さ

れている。 
さらに、研究参加者の国や地域について分類

を行い、日本人を対象とした疫学研究、あるい

は日本国内を対象地域とした疫学研究について

は、別途研究コホートや対象者の分類を行っ

た。 
 
Ｃ．研究結果 
検索の結果、“heated tobacco products”の検索

語で 2014 年から 2025 年に 1259件がヒット

し、検索語に“Japan”を追加すると 209件がヒッ

トした（2026 年 1 月 31 日時点）。期間別にみる

と、2014 年は 11件であったが、徐々に増加し

2020 年には 142件、2025 年には 235件であっ

た。”IQOS”と”heat-not-burn tobacco products”で
はそれぞれ 287件、237件がヒットした（上記

には同じ論文が重複している場合も含まれ

る）。 
検索された研究論文について、タバコ煙の成

分分析や加熱式タバコの喫煙率や認識調査など

の研究を除外し分析疫学研究を精査した結果、

2014 年から 2025 年に出版された加熱式タバコ

の健康影響を検討した疫学研究は 36件であっ

た 3-38。表１に加熱式タバコの健康影響に関する

疫学研究一覧を示す。このうち、日本人を対象

に実施された研究は 19件で 3-21、そのうち 12件
は「日本における社会と新型タバコに関するイ

ンターネット調査研究」（Japan Society and New 
Tobacco Internet Survey: JASTIS 研究）または

「日本における新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）問題および社会全般に関する健

康格差評価研究」（Japan COVID-19 and Society 
Internet Survey: JACSIS 研究）による報告であっ

た 3-14。残りの 7件は複数の医療施設における妊

婦、15、日本人労働者（J-ECOH: Japan 
Epidemiology Collaboration on Occupational Health 
Study）16, 17、山形県の地域住民（TMCS: the 
Tsuruoka Metabolomics Cohort Study）18, 21、イン

ターネット調査 19、単一医療施設で外科手術を

受けた患者 20を対象とした研究であった。日本

以外では 9件が韓国の成人・青少年に対する研

究であり 22-30、3件がイタリア 33-35、2件がクロ

アチア 36, 37、ポーランド 31、レバノン 32、スウ

ェーデン 38、で行われた研究であった。アメリ

カ合衆国などの北米、南米、日本・韓国以外の

東アジア、オセアニア、アフリカからの報告は

1件もなかった。研究デザインは横断研究が 28
件と最も多く、前向きコホート研究は 5件であ

った。 
検討されたアウトカムで最も多かった分野は

喘息などの呼吸器症状、アレルギー性疾患、妊

婦と胎児・新生児の健康影響であった。アウト

カムが喘息などの呼吸器症状の研究（加熱式タ

バコの能動喫煙および受動喫煙曝露）では加熱

式タバコ喫煙と呼吸器症状の悪化の関連が示唆

されている 3, 10, 13, 20。また、加熱式タバコ喫煙と

アレルギー性鼻炎との関連が示唆されている 22, 

23, 27。研究対象者が妊婦と胎児・新生児の研究

も日本国内外から複数報告されており、妊娠高

血圧症候群 5, 15, 34、胎児の発育 8, 34、子どものア
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レルギー発症 9、授乳中止 11について複数の研

究で加熱式タバコ喫煙（または受動喫煙）が妊

婦と胎児・新生児の疾病発症と関連することを

示唆していた。 
他のアウトカムで加熱式タバコとの関連が検

討されていたものは高血圧 16、血漿代謝物 18, 29, 

31、動脈硬化と血栓形成 38、新型コロナウイル

ス感染症の感染・重症化 7、ニコチン依存度 6, 

26、努力性肺活量 21、自殺念慮と自殺未遂 24, 25、

歯周病 30, 36、難聴 17、職場での転倒 14、声 32で

あった。これらの複数の研究で加熱式タバコ喫

煙がそれぞれの疾病などと関連し、健康に悪影

響がある可能性を示唆していた。このうち、日

本人労働者を対象とした前向きコホート研究に

より紙巻きタバコと加熱式タバコはどちらも高

血圧のリスクを高めることが報告されていた
16。また、出版年に着目すると最も古い疫学研

究は 2019 年に出版された韓国人中学生・高校

生を対象とした加熱式タバコ使用と喘息などの

関連をみた横断研究であった 22。 
喫煙の定義に着目すると、大部分の研究で

「紙巻きタバコ」、「加熱式タバコ」、「紙巻きタ

バコと加熱式タバコの併用（Dual user）」の 3 つ

の喫煙者カテゴリーを設定しており、非喫煙者

を対照にアウトカムの比較を行っていた。この

ため、本研究で抽出した研究では紙巻きタバコ

と加熱式タバコの併用について論じているもの

も多く含まれている。 
 
D．考察 

2014 年から 2025 年までに出版された加熱式

タバコによる健康影響を検討した疫学研究は 36
件でその半分以上を日本からの報告が占めてお

り、次いで韓国からの報告であった。したがっ

て、加熱式タバコの健康影響を検討した疫学研

究はその数が少なく、また研究対象となった地

域も日本と韓国に集中していることが明らかと

なった。研究デザインに着目すると、コホート

研究により加熱式タバコと高血圧の関連を示す

エビデンスが報告されており 16、これまでに報

告されたこの分野の研究で最もエビデンスレベ

ルが高い研究と考えられる。さらに健康影響が

検討された疾患ではアレルギーや周産期などの

比較的短期間で発生するアウトカムとの関連に

ついて多く検討されていることが明らかになっ

た。このような状況は加熱式タバコの普及状況

（加熱式タバコが発売されてから約 12 年程度

であること、日本と韓国で突出して普及が進ん

でいること）を反映するもので、本研究の文献

レビューにより客観的にその状況が示された。 
時期ごとの論文数に着目すると、加熱式タバコ

の健康影響を検討した疫学研究で最も古いもの

は2019年に出版された研究で、その後に徐々に増

加しており、2024年に出版された10件は単年とし

ては最も多い数であった。こうした傾向は加熱式

タバコの普及により多くの研究フィールドで紙

巻きタバコだけでなく加熱式タバコに関する調

査・研究の必要性が認識され、調査票やアンケー

ト項目に含まれる機会が増えたことによるもの

と考えられる。一方で、研究が報告された地域で

は日本と韓国が大部分を占める傾向は2019年以

来大きく変化がなく、例えば欧州からの報告では

イタリアからに加えて、クロアチア、スウェーデ

ン、ポーランドからの少数の報告のみであった。

さらに、欧州の研究ではいずれも横断研究または

単医療施設での研究にとどまっており、日本と韓

国以外の地域住民や一般労働者を対象としたコ

ホート研究は報告されていなかった。こうした状

況は加熱式タバコの世界的な普及状況（日本およ

び韓国では、他国と比較して加熱式タバコ市場の

広がりおよび使用率が著しく高いこと）を反映す

るもので、今後も疫学研究のエビデンスは日本と

韓国からのものが中心になると推測される。一方

で、疫学研究が盛んなアメリカ合衆国を含む北米

や南米から疫学研究が報告されていないことも、

この分野の特徴の一つである。 
日本における疫学研究では、インターネット調

査であるJASTIS研究・JACSIS研究と労働者・地

域住民を対象としたコホート研究が主に実施さ

れていた。全国に住む一般住民日本人を対象とし

たインターネット調査であるJASTIS研究・JACS
IS研究では2019年に実施された調査により加熱

式タバコと歯周病有病割合や受動喫煙による喘

息発作などとの関連が報告されており、重要なエ

ビデンスとなっている。また、妊婦や出産を経験

した女性を対象とし授乳中止、胎児の発育や子ど

ものアレルギー発症についていずれも加熱式タ

バコの使用と関連があることが報告されている5, 

8, 9, 11。こうした研究は加熱式タバコ使用の長期

的な観察期間を設定できない現状において、アウ

トカムが比較的早く現れるという点で重要な研

究テーマとなっている。健康政策の点でも、妊娠

期という短期間の加熱式タバコ使用や受動喫煙

が胎児や子に与える影響が示唆されることは、加

熱式タバコによる健康影響のエビデンスが十分

でない現状でも、紙巻きタバコ喫煙と同様に特に

妊娠期に能動喫煙と受動喫煙を避けることを推

奨する政策を支持するものである。このようにJ
ASTIS研究・JACSIS研究からはこれまでに12件の

疫学研究が報告されており3-14、加熱式タバコの

健康影響を検証する重要なデータ基盤となって

いる。これまでの研究の多くは横断研究デザイン
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によるものであるが、JASTIS研究・JACSIS研究

は毎年定期的に調査が継続して実施されており、

縦断的なデータ解析も可能であることから、長期

的な加熱式タバコの使用による健康影響やがん

や糖尿病などの慢性疾患の罹患との関連の検証

が今後期待される。 
加熱式タバコの疫学研究は、韓国でも多く実

施されている。加熱式タバコの健康影響を検討

した疫学研究で最も古いものは、韓国の中学

生・高校生を対象に 2018 年に調査されたもの

であった 22。この研究では調査参加者の 2.4%で

加熱式タバコ使用経験があり、喘息、アレルギ

ー性鼻炎、アトピー性皮膚炎の有病割合が高か

ったとされている 22。また、韓国における調査

では加熱式タバコ使用と自殺リスクに関する検

討も複数報告されているのが特徴である 24, 25。 
研究発表数が最も多かった2024年では加熱式

タバコの健康影響に関して、高血圧、難聴、メタ

ボリックシンドロームなどそれまでに報告され

ていなかった疾患が報告されていた。さらに研究

対象者に着目すると、インターネット調査や病院

ベースの研究だけでなく、日本の労働者を対象と

したコホート研究（Japan Epidemiology Collabor
ation on Occupational Health Study: J-ECOH）に

よる研究が複数含まれるようになった16, 17。こう

した傾向は単なる喫煙（紙巻きタバコ）の調査だ

けでなく、加熱式タバコに関する喫煙状況を調べ

る調査票が既存のコホート研究などに広がりつ

つあることを示唆している。コホート研究のベー

スライン調査において加熱式タバコの喫煙状況

が明らかになることは、今後の追跡を通じて長期

的影響の検証が期待される。実現には長期的な観

察が必要であるものの、現状では評価が難しい加

熱式タバコとがんや糖尿病などの慢性疾患罹患

との関連についてのエビデンス創出にも期待が

かかる。 
加熱式タバコの健康影響を検証するために、

加熱式タバコ単独の使用者と非喫煙者を比較す

る観察研究デザインが考えられる。しかし、加

熱式タバコの使用者は従来の紙巻きタバコとの

両方の喫煙をしている人（Dual user）が多いこ

とから、本研究で抽出された多くの研究におい

て定義された加熱式タバコ使用者も紙巻きタバ

コの現在喫煙者や過去喫煙者を含んでいる。研

究によっては加熱式タバコ単独の使用者を定義

している場合もあるが、多くの加熱式タバコ喫

煙者が紙巻きタバコから切り替えた人を含むた

め、加熱式タバコの健康影響を検証する疫学研

究上の大きな障壁となっている。今後期待され

る健康影響を評価する疫学研究の実施において

は加熱式タバコ使用の定義と統計学的に十分な

検出力を得るためのサンプルサイズを満たす研

究規模の設定が重要である。 
 
E．結論 

2025年までに発表された疫学研究では加熱式

タバコの能動喫煙および受動喫煙による急性健

康影響に関する疫学的な知見は十分に蓄積され

ていないことが文献レビューにより明らかとな

った。また、研究の地域的偏在や長期的影響に関

する検証不足といった課題も依然として残され

ており、エビデンスのさらなる蓄積が必要である。 
 
Ｆ．研究発表 
１．論文発表 
なし 
２．学会発表 
なし 

 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 
１．特許取得 
  なし 
２．実用新案登録 
  なし 
３．その他 
なし 
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表１．加熱式タバコの健康影響に関する疫学研究一覧（2014 年から 2025 年までに出版された論文を対象） 
著者(出版年) 対象集団 研究デザイン アウトカム 主要な結果 PubMed ID 
Imura Y, Tabuchi T. 
(2021)3 

日本人 横断研究

（JASTIS 研

究） 

喘息発作、胸痛 喘息発作と胸痛は、紙巻きタバコの受動喫煙への

曝露よりも加熱式タバコの受動喫煙とより関連し

ていた。 

PMID: 33670318 
 

Yoshioka T, Tabuchi T. 
(2021)4 

日本人 横断研究

（JASTIS 研

究） 

歯周病 加熱式タバコの使用者は非喫煙者と比較して歯周

病の罹患割合が高い。 
PMID: 33784312 
 

Zaitsu M, Hosokawa Y, 
Okawa S, et al. 
(2021)5 

日本人妊婦 横断研究

（JACSIS 研

究） 

妊娠高血圧症候

群および低出生

体重 

加熱式タバコ使用者では妊娠高血圧症候群および

低出生体重の割合が高い。 
PMID: 34548366 
 
 

Lau YK, Okawa S, Meza 
R, et al. 
(2021)6 

日本人 横断研究

（JASTIS 研

究） 

ニコチン依存度 加熱式タバコの使用に関係なく、毎日タバコ喫煙

する人は、毎日タバコ喫煙しない人に比べてニコ

チン依存症の有病割合が高かった。 

PMID: 33741741 
 

Nishimura M, Asai K, 
Tabuchi T, et al. (2023)7 

日本人 横断研究

（JASTIS 研

究） 

新型コロナウイ

ルス感染症の感

染と重症化 

加熱式タバコの使用は、コロナウイルス感染や重

症化のリスクを高める可能性がある。 
PMID: 36732559 
 

Hosokawa Y, Zaitsu M, 
Okawa S, et al. (2022)8 

日本人妊婦 横断研究

（JACSIS 研

究） 

胎児の発育 
 

妊娠中の加熱式タバコ使用は在胎週数に対して体

重が小さいことと関連している。 
PMID: 36142098 

Zaitsu M, Kono K, 
Hosokawa Y, et al. 
(2023)9 

日本人妊婦 横断研究

（JACSIS 研

究） 

子どものアレル

ギー発症 
妊娠中の母親の加熱式タバコの使用は、子供の喘

息などアレルギー疾患と関連していた。 
PMID: 36176042 
 

Yoshioka T, Shinozaki T, 
Hori A, et al. (2023)10 

日本人の非喫

煙者 
横断研究

（JASTIS 研

究） 

呼吸器症状 加熱式タバコからの受動喫煙曝露は、喘息発作・

喘息様症状と持続的な咳の両方に関連していた。 
PMID: 36882244 
 

Okawa S, Nanishi K, Iso 
H, Tabuchi T. (2024)11 

日本人妊娠・

産後女性 
横断研究

（JACSIS 研

究） 

授乳中止 紙巻きタバコまたは加熱式タバコと併用使用歴の

ある女性は、妊娠中に禁煙したにもかかわらず早

期に授乳を中止する傾向があったが、加熱式タバ

コのみの使用者の場合はそのような傾向はなかっ

た。 

PMID: 39587127 

Toyokura E, Yamada K., 
Asai K. et al. (2025)12 

COVID-19既
往歴のある日

本人 

横断研究

（JASTIS 研

究） 

COVID-19感染
後の持続症状 

紙巻タバコと加熱式タバコの併用する人は、どち

らか一方のみの使用者や非使用者に比べて、

PMID: 41238605 
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COVID-19後の長期的な症状が持続する可能性が高

い。 
Noguchi S, Ishimaru T, 
Yatera K, Fujino Y, 
Tabuchi T. (2025)13 

喘息既往歴の

ある日本人 
横断研究

（JACSIS 研

究） 

喘息症状 加熱式タバコを使用する喘息患者は、非使用者と

比較して喘息症状の増悪を報告する頻度が高い。 
PMID: 41033986 

Tsushima S, Watanabe 
K, Hirohashi S, et al. 
(2025)14 

日本人労働者 横断研究

（JACSIS 研

究） 

職場での転倒 加熱式タバコ使用者は非使用者に比べて職場での

転倒リスクが高い。 
PMID: 40481313 

Akiyama M, Michikawa 
T, Takeda Y, et al. 
(2025)15 

日本人妊婦 横断研究 妊娠高血圧症候

群、妊娠糖尿病 
パートナーが紙巻タバコと加熱式タバコの併用す

る妊婦では、いずれか一方のみの使用者や非使用

者の場合と比べて、妊娠高血圧症候群を発症する

可能性が高い。 

PMID: 40702343 

Hu H, Nakagawa T, 
Honda T, Yamamoto S, 
Mizoue T. (2024)16 

日本人労働者 前向きコホー

ト研究 
高血圧 紙巻きタバコと加熱式タバコはどちらも高血圧の

リスクを高める。 
PMID: 39174315 

Hu H, Miyake H, Kochi 
T, et al. (2024)17 

日本人労働者 横断研究 難聴 紙巻きタバコのみの使用、加熱式タバコのみの使

用、併用使用のそれぞれで特に 4kHz における聴力

低下リスクの増加が認められた。 

PMID: 38783967 

Harada S, Ohmomo H, 
Matsumoto M, et al. 
(2024)18 

地域住民 前向きコホー

ト研究 
血漿代謝物 加熱式タバコの使用はグルタミン酸代謝と関連し

ており、紙巻きタバコの使用と同様のメカニズム

を通じて心血管疾患の発症に寄与する可能性があ

ることを示唆している。 

PMID: 37926518 

Kimura Y, Sugita M. 
(2024)19 

日本人成人 横断研究 呼吸器疾患・症

状 
加熱式タバコ使用と呼吸器系疾患との関連は、加

熱式タバコ使用そのものよりも、使用開始前の喫

煙歴によって大きく説明される。 

PMID: 39394579 

Odani S, Koyama S, 
Miyashiro I, Tanigami H, 
Ohashi Y, Tabuchi T. 
(2024)20 

手術を受けた

日本人 
横断研究 気道閉塞 紙巻きタバコから加熱式タバコに切り替えたがん

患者において、長期間禁煙した後であっても、加

熱式タバコの使用は気道閉塞と関連していた。 

PMID: 38460973 

Harada S, Sata M, 
Matsumoto M, et al. 
(2022)21 

日本人成人 前向きコホー

ト研究 
努力性肺活量 
 

紙巻タバコと加熱式タバコの併用使用者は努力性

肺活量の低下がより大きい。 
PMID: 34657910 
 

Lee A, Lee SY, Lee KS. 
(2019)22 

韓国人中学生

・高校生 
横断研究 喘息、アレルギ

ー性鼻炎、アト

ピー性皮膚炎 

加熱式タバコの使用は、喘息、アレルギー性鼻

炎、アトピー性皮膚炎の複数の罹患リスク増加と

有意に関連していた。 

PMID: 31776400 
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Chung SJ, Kim BK, Oh 
JH, et al. (2020)23 

韓国人中学生

・高校生 
横断研究 アレルギー性鼻

炎、喘息 
 

加熱式タバコ、電子タバコの併用使用者はアレル

ギー性鼻炎と喘息のリスクが高い。 
PMID: 32003899 
 

Huh Y, Cho HJ. (2021)24 韓国人中学生

・高校生 
横断研究 自殺念慮、自殺

未遂 
加熱式タバコ、電子タバコの併用使用者は自殺の

リスク行動をとる割合が高い。 
PMID: 33418893 

Park S, Lee KS. (2021)25 韓国人中学生

・高校生 
横断研究 自殺念慮、自殺

未遂 
加熱式タバコ使用者と受動喫煙をした者では自殺

のリスク行動をとる割合が高い。 
PMID: 34602935 
 

Huh Y, Min Lee C, Cho 
HJ. 
(2021)26 

韓国人成人 横断研究 ニコチン依存度 加熱式タバコを含む複数のタバコ製品使用者は、

単一使用者よりもニコチン依存症状が強い。 
PMID: 35291560 
 

Seo YG, Paek YJ, Kim 
JH, et al. (2023) 27 

韓国人成人 横断研究 アレルギー性鼻

炎 
加熱式タバコのみの使用は、アレルギー性鼻炎と

関連していた。 
PMID: 37954489 

Jee Y, Shin SY, Ryu M, 
Samet JM. (2024)28 

韓国人成人 前向きコホー

ト研究 
メタボリックシ

ンドローム 
加熱式タバコの使用がメタボリックシンドローム

の発症に関して他のタバコ製品と同等のリスクが

ある。 

PMID: 39687080 

Kim M, Lee KJ, Choi I, 
Kim SH, Ryu K. (2025)29 

韓国人成人 横断研究 血清脂質 加熱式タバコのみの使用は血清 LDL コレステロー

ル値の上昇につながることが示唆された。 
PMID: 39726248 

Lee JY, Song CH, Kim J, 
Jang YS, Park EC. 
(2025)30 

韓国人成人 横断研究 口腔内症状 タバコ製品の種類に関わらず喫煙者では、非喫煙

者や過去喫煙者と比較して、歯周病、歯の喪失、

口腔内不快症状などの口腔疾患の有病率が高い。 

PMID: 40062229 

Znyk M, Raciborski F, 
Kaleta D. (2025)31 

ポーランドの

若年成人 
症例対照研究 血液学的指数や

特定の生化学マ

ーカー 

加熱式タバコ使用者では、非使用者と比較して血

液学的指数や特定の生化学マーカーに変化がみら

れる。 

PMID: 40283564 

Hamdan AL, Abi Zeid 
Daou C, Yammine Y, et 
al. (2025)32 

レバノン人成

人 
横断研究 声の音声 加熱式タバコ使用者は声の変化を自覚しており、

その程度や特徴は紙巻タバコ使用者とは異なる可

能性。 

PMID: 39463261 

Polosa R, Morjaria JB, 
Prosperini U, et al. 
(2021)33 

イタリア人慢

性閉塞性肺疾

患の喫煙者 

前向きコホー

ト研究 
呼吸器症状、生

活の質など 
紙巻タバコ喫煙を控えるか、加熱式タバコの使用

に切り替えて喫煙量を減らした患者は呼吸器症症

状が改善した。 

PMID: 33754228 
 

Incognito GG, Grassi L, 
Palumbo M. (2024)34 

イタリア人妊

婦 
後ろ向き 
コホート 
研究 

胎児・新生児指

標 
加熱式タバコが母体と新生児の結果に与える影響

は従来のタバコの使用ほどではないが、非喫煙者

より悪いため推奨されない。 

PMID: 37341854 

Loffredo L, Carnevale R, 
Pannunzio A, et al. 
(2024)35 

イタリア人未

成年者 
横断研究 酸化ストレス、

内皮機能、血小

板機能 

加熱式タバコの受動喫煙は小児における酸化スト

レス、内皮機能不全、血小板活性化、および血栓

形成を増強した。 

PMID: 38295930 
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Mišković I, Kuiš D, 
Špalj S, Pupovac A, 
Prpić J. (2024)36 

クロアチア人

成人 
横断研究 歯周組織の状態 加熱式タバコ使用者は非喫煙者に比べて歯周組織

の状態が悪い。 
PMID: 38392230 

Sever E, Pavičić DK, 
Pupovac A, Saltović E, 
Špalj S, Glažar I. 
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